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ᢒ㘓���ⱝᡭ教員ࡣ経験のある教員にẚ࡭て，生άのあり᪉඲యࠕࡀ㈋ᅔ化ࠖしているの࡛࡞ࡣいか，ࡑしてࡑ

のࡇとࠕࡀチームとしての学校ࠖを㜼ᐖしているの࡛࡞ࡣいかと௬ㄝを❧て，小中学校の教員に対してアンケー

トㄪᰝを行ࡗ࡞たࠋしかし，ண᝿と࡞␗ࡣり，一㒊を㝖いて௬ㄝを⿬௜ける⤖ᯝࡣᚓられ࡞かࡗたࠋ⤖ᯝࡴ，ࡣ

しࢁⱝᡭ教員の᪉ࡀ┦対的に現ᅾの௙事と生άに‶㊊感をᢪいており，ⱝᡭ教員ࡣఱらᅔり感を感ࡌてい࡞かࡗ

たࡇࠋれにࡘいて，アンケートㄪᰝによる㝈⏺をㄆࡵた上࡛，ⱝᡭ教員と経験のある教員の㛫にあるㄆ㆑の違い

ࠋたࡗ⮳いかと᥎⪃し，෌度௬ㄝを❧てるに࡞ࡣのの違いࠖに㉳ᅉするの࡛ࡶのࡑ感ཷᛶࠕ୧者の㛫にある，ࡣ

見࡛ࡲれࡇ，ありࡀているྍ⬟ᛶࡗ࡞チームとしての学校ࠖの㜼ᐖ要ᅉとࠕ，ࡀのの違いࠖࡶのࡑ感ཷᛶࠕのࡇ

㏨ࡉれてࡁたど点ࡔとい࠼るࠋ

⣴ᘬㄒ���チーム学校，生徒指導，ⱝ年教員，経験のある教員，現代的課題

$EVWUDFW� This article starts with the hypothesis that the concept of ͆ school as a team  ͇in Japan is indirectly affected by the 
lower Tuality of younger teachers  ̓overall lives compared to that of more experienced teachers. Under these circumstances, 
an investigation by Tuestionnaire survey was administered to teachers working in Japanese elementary and junior high 
schools. The results, however, mostly disproved the hypothesis, with the exception of a few cases. More importantly, it 
showed that younger teachers are relatively satisfied with their current situations, without any concerns. This suggests 
limitations of the survey and also brought up a new hypothesis: Are the different perceptions between young and experienced 
teachers attributed to ͆ differences in sensitivity "͇ This sensitivity age gap could be the major hindrance in terms of ͆ school 
as a team,  ͇and it can be a new perspective to address these issues.

.H\�:RUGV� school as a team, student guidance, young teachers, experienced teachers, current task
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1．問題の所在

2015 年 12 月 21 日，中ኸ教育ᑂ㆟会⟅⏦ࠕチームとしての学校のᅾり᪉と௒ᚋのᨵၿ᪉⟇にࡘいてࠖ

ࡇࠋられているࡵồࡀとࡇࡴ⤌て，教育άືにྲྀりࡗ࡞௒，࿘りのᑓ㛛ᐙと一యにࡣれ，学校ࡉฟࡀ

れをཷけて，京都教育大学大学㝔㐃合教⫋実㊶研究科生徒指導力高度化コースにᡤᒓする➹者らࡣ，

学校のチーム化に，生徒指導的どᗙから࡝のよ࡞࠺課題ࡀあるのかにࡘいて，教員ཬࡧ保ㆤ者を対㇟

としたアンケートㄪᰝを行い，ࡇれ᳨࡛ࡲドを行ࡗ࡞てࡁたࠋ

とࡘとを，研究成ᯝの一ࡇあるࡀるព㆑に違いࡄࡵて生徒指導をࡗの⤖ᯝ，教員の経験年ᩘによࡑ

してᥦ♧するࡇとࡁ࡛ࡀた（片山・角田・小松，2017）ࠋすࡕࢃ࡞，教⫋ 5 年ᮍ‶の教員とࡑれ௨上

の経験をࡘࡶ教員との㛫࡛，児❺生徒⌮ゎࡸ保ㆤ者⌮ゎ࡝࡞，生徒指導にかかるㄆ㆑に大ࢬ࡞ࡁレࡀ

あるࡇとを見ฟࡏたの࡛あるࠋ

ලయ的に5，ࡣ年ᮍ‶の教員ࡣ，経験 5年௨上の教員にẚ࡭，保ㆤ者ࡀ子ࡶ࡝に↓関ᚰ࡛あるとࡣᛮࡗ

ておらࡎ，⹢ᚅを行࠺保ㆤ者ࡀいるとࡶあࡲりᛮࡗてい࡞かࡗたࡲࠋた，保ㆤ者に対して，保ㆤ者ࡀ

ᛁしࡃవ⿱࡞ࡀいとい࠺ㄆ㆑ࡶ経験 5 年௨上の教員ࡣ࡝࡯ᣢࡗておら5，ࡎ 年ᮍ‶の教員ࡣ 5 年௨上

の教員とẚ࡭，保ㆤ者に対して₍↛と⫯ᐃ的࡞イ࣓ーࢪをᣢࡗていたࠋ学校のỴࡲりに対する⌮ゎの

⛬度5，ࡶ 年ᮍ‶の教員ࡑࡣれ௨上の経験ࡀある教員にẚ࡭て┦対的にపかࡗたࡉࠋらにࡣ，子ࡶ࡝

に対する⮬ಙࡀపࡃ，子ࡶ࡝のࡇとをࢃかࡗているとࡶあࡲりᛮ࠼てい࡞かࡗたࡲࡘࠋり，5 年ᮍ‶

の教員5，ࡣ 年௨上の教員とẚ࡭て，⤫ィ上有ពに生徒指導上のၥ題ࡀ見࠼てい࡞かࡗたの࡛あるࠋ

，᪉にࡌ経験のある教員とⱝᡭ教員の感，ࡀ࠺よ࠼いࡶの当↛の⤖ᯝと࠼ࡺᚰ者ึ，ࡣした⤖ᯝ࠺ࡇ

ᛮいの࡯か大࡞ࡁⴠᕪࡀあࡗたࡇとに࡞るࠋ

➹者らࡣ，スクール・࢝࢘ンセラーࡸいࡵࡌ第三者ㄪᰝ委員といࡗた❧場࡛学校とかかࢃる機会ࡀ

ከいࡑࠋのたࡵ，子ࡶ࡝の୙登校ࡸいࡵࡌ等，学校の場࡛࡞ࡲࡊࡲࡉ生徒指導上のၥ題ࡀ生ࡌている

のを┠の当たりにするࡑࠋしてࡑのたࡧに，ࡑれらのၥ題ࡀ教⫋員のチーム化の⬤ᙅࡉによࡗて生ࡌ

ている現実に┤㠃するࠋ

・と㐃ᦠࣇࢵࢱのᑓ㛛ス♴⚟ࡸ⌮ᚰࡤ࠼学校のእ㒊たと，ࡣチームとしての学校ࠖの㊃᪨ࠕࡶࡑࡶࡑ

ศᢸし，」㞧化・ከᵝ化した課題をゎỴするよ࠺，ᚲ要࡞指導య制をᩚഛするࡇと࡛あるࠋしかし࡞

እ㒊のᑓ㛛，ࡣたㅖၥ題のゎỴにࡗといࡵࡌいࡸの経験等を㏻して，୙登校࡛ࡲれࡇࡣら，➹者らࡀ

ᐙと㐃ᦠする௨๓に，学校の中にいる教⫋員のチーム化ࡀ，とりࢃけ㔜要࡛あるとい࠺ㄆ㆑をᙉࡃᣢ

ࠋたࡗ࡞に࠺よࡘ

㏆年，よࡃ▱られるよ࠺にⱝᡭ教員のẚ⋡ࡀᛴ⃭にቑして，教員の年㱋ᵓ成ࡀアンバランス࡞≧ែ

にࡗ࡞ているࠋඛのㄪᰝ⤖ᯝから，ⱝᡭ教員のព㆑ࡀ経験のある教員とࡗ࡞␗ࡣているࡇと᫂ࡀらかと

ⱝᡭ教員と経験のある教員との㛫にある，生άព㆑，ࡀのព㆑のᕪࡑࡣれࢃれࢃ，ࡀけ࡛あるࢃたࡗ࡞

と生άᵝែ，およࡧ成長期の経験のᕪにあるの࡛࡞ࡣいかとい࠺௬ㄝを❧てた࠺ࡶࠋᑡし✺ࡗ㎸ん࡛ゝ

いかと࡞ࡣ㈋ᅔ化ࠖしているの࡛ࠕࡀて，生άのあり᪉඲య࡭経験のある教員にẚࡣⱝᡭ教員，ࡤ࠼

᥎ㄽし，ࡉらにࡑࡣのᕪࠕࡀチームとしての学校ࠖを㜼ᐖしているの࡛࡞ࡣいかと⪃࠼るに⮳ࡗたࠋ

᪂たに関すᆅ区の小中学校教員⣙ࡣ࡛✏と，本ࡶした௬ㄝの࠺ࡑ 500 ྡを対㇟に，教員の生άㄪᰝ

を中ᚰにしたアンケートㄪᰝを行ࡗたࠋㄪᰝデーࢱをࡶとに，ⱝᡭ教員と経験のある教員の㛫にある

ㄆ㆑の違いと࡞るࡶのࡀ一యいか࡞るࡶの࡛あるのか，ࡑのṇయをゎ᫂したいࡑࠋのࡇとࠕ，ࡀチー

ムとしての学校ࠖに向けた♧၀に࡞ࡶりᚓるの࡛࡞ࡣいかと⪃࠼るࠋ
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2．研究方法

㸦�㸧ㄪᰝࢺ࣮ࢣࣥ࢔

教員の໅ົ・生ά≧ἣをㄪᰝするたࡵに，ベࢵࢿセ教育⥲合研究ᡤ（2006）のࠕⱝ者の௙事生ά実

ែㄪᰝࠖをཧ⪃に，教員の実ែに合ࡏࢃてㄪᰝ㡯┠をタᐃしたࠋ⾲ 1 ⟆ᅇࠋㄪᰝ㡯┠のᴫ要࡛あるࡣ

᪉ἲࡣ，㑅ᢥ⫥を㑅ࡪᙧ式（ၥ 10 ௨㝆ࡣ 4 ௳ἲ）と᫬㛫ᩘを᭩ࡁ㎸ࡶࡴのから࡞るࠋ本研究࡛ࡣ，

๓ᅇのㄪᰝを㋃࠼ࡲ（片山・角田・小松，2017 	 2018），ⱝᡭ教員とࡑれ௨እの世代をẚ㍑するたࡵ，

年㱋ᒙを 20 代，30 代，40 代，50 代௨上の 4 ⩌にศけてẚ㍑するࠋ

⾲ �　ㄪᰝ㡯目ࡢᴫ要

ၥ 1　ᛶู　　　ၥ 2　年㱋　　　ၥ 3　ᒃఫᆅᇦ　　　ၥ 4　ᐙ᪘ᵓ成　

ၥ 5　平日（௙事のある日）の㉳ᗋ᫬㛫　　　ၥ 6　平日の㏥໅᫬㛫　　　ၥ 7　平日のᑵᐷ᫬㛫

ၥ 8　平日にᐙにᣢࡕᖐࡗて௙事をする᫬㛫　　　ၥ 9　ఇ日にᐙにᣢࡕᖐࡗて௙事をする᫬㛫　

ၥ 10　平日に　ձᐙ࡛テレビ（㘓⏬等ྵࡴ）を見る᫬㛫

　　　　　　　ղᐙ࡛ࢯࣃコンを౑࠺᫬㛫

　　　　　　　ճᐙ࡛ス࣐ート࣍ン（ᦠᖏ㟁ヰ）を౑࠺᫬㛫　

　　　　　　　մᐙ᪘とヰをする᫬㛫（㟁ヰ࡛ヰす᫬㛫をྵࡴ）

ၥ 11　ᬑ段の生άの㢖度　

　　　ձỴࡗࡲた᫬㛫にࡕࡁんと㣗事をする　　　　　　ղ㣗事の᫬㛫を楽しいとᛮ࠺　　

　　　ճᩱ⌮をする　　　　　　　　　　　　　　　　　մᤲ㝖ࡸὙ℆をする　　

　　　յㄞ᭩をする（࣐ン࢞ࡸ㞧ㄅを㝖ࡃ）　

　　　ն㈨᱁ྲྀᚓࡸお✍古事࡝࡞⫋ົ௨እに⬟力を高ࡵるたࡵのຮᙉをする　

　　　շ㊃࿡ࡸス࣏ーツを楽しࡴ　　　　　　　　　　　ո཭㐩と会࠺　

　　　չおしࡷれࡸ㊃࿡のたࡵに㈙い≀にฟかける　　　պ࣎ランテ࢕アάືをする

ၥ 12　ձ཭㐩との関ಀに‶㊊している　

　　　ղ⮬ศのぶとの関ಀに‶㊊している　

　　　ճࣃートࢼーとの関ಀに‶㊊している

ၥ 13　ᬑ段࡝の⛬度࡛ࡁているか　

　　　ձ⮬ศの⪃࠼をࢃかりࡸすࡃㄝ᫂する　　　ղ⮬ศの感᝟を上ᡭにコントロールする　

　　　ճ⮬ศから⋡ඛして行ືする　　　　　　　մ人と༠力しࡀ࡞ら௙事を進ࡵる　

　　　յ␲ၥを⣡ᚓする࡛ࡲ㏣ồする　　　　　　ն➽㐨を❧ててㄽ⌮的にࡶのを⪃࠼る　

　　　շ人ࡀᛮいࡘか࡞いアイデアをฟす　　　　ո人๓࡛上ᡭに発⾲する　　

　　　չリーࢲーシࢵプを発᥹する　　　　　　　պ見㏻しを❧ててィ⏬的に௙事を進ࡵる　

　　　ջ⮬ศの㐺ᛶࡸ⬟力をᢕᥱする　　　　　　ռᑗ᮶の┠ᶆをࡗࡶて௙事をする　

　　　ս୚࠼られた௙事を╔実に࡞ࡇす

ၥ 14　ᬑ段௙事をしていて࡝の⛬度感ࡌるか

　　　ձ௙事ࡀ楽しい　　　　　　　　　　　　　　　ղ௙事をࡵࡸたい　　　　
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　　　ճ௙事を㏻ࡌて⮬ศの⬟力ࡀ高ࡗࡲている　　　մ⤥ᩱࡸᚅ㐝に‶㊊している　　

　　　յ௙事にࡸりࡀいを感ࡌる　　　　　　　　　　ն⫋場の上司ࡸඛ㍮ࡣᑛᩗ࡛ࡁる　　

　　　շ⮬ศのಶᛶࡸ⬟力に合ࡗた௙事ࡔとᛮ࠺　　　ո⫋場の人㛫関ಀࡎࢃࡀらࢃしい　　　

　　　չ௙事㔞ࡀከࡃて大変ࡔ

ၥ 15　小・中学生の㡭に࡝れࡃらいしたか　

　　　ձㄞ᭩（࣐ン࢞ࡸ㞧ㄅを㝖ࡃ）　　　　　　　　　　ղぶとᑗ᮶のࡇとにࡘいてヰをする　

　　　ճᐙ事のᡭఏい　　　　　　　　　　　　　　　　　մᐙ࡛ຮᙉする　　　　

　　　յཷ験のたࡵに⇕ᚰにຮᙉする　　　　　　　　　　ն⮬↛の中࡛㐟ࡪ　　　　

　　　շ大ໃの཭㐩とእ࡛㐟ࡪ　　　　　　　　　　　　　ոぶࡸ学校のඛ生௨እの大人とヰす　　　

　　　չᆅᇦの行 事にཧຍする（⚍ࡸ子ࡶ࡝会࡝࡞）　　　պ㒊άືに⇕ᚰにྲྀり⤌ࡴ

　　　ջテレビࢤームをする　　　　　　　　　　　　　　ռぶࡸ大人に反ᢠする

ၥ 16　小・中学生の㡭のᐙᗞの経῭的࡞ᬽらし向ࡁの⛬度

㸦�㸧ᡭ⥆ࡁ

ㄪᰝ2018，ࡣ 年 1 月㹼 2018 年 2 月にかけて，関すᅪにある中つᶍ都市のබ❧小学校 9 校と中学校

6 校の教員を対㇟に行ࡗたࠋᛶู（⏨ 219 ྡ , ዪ 283 ྡ）と校✀ู（小学校 300 ྡ , 中学校 204 ྡ）

のศᯒูࡣの機会に行い，本研究においてࡣ年代ูのᕪに焦点を当てるࠋ௨下に年代ูの教員ᩘを♧

す20ࠋ 代ࡣ 122 ྡ，30 代ࡣ 119 ྡ，40 代ࡣ 94 ྡ，50 代௨上（௨下 50 代と⾲す）ࡣ 163 ྡ，システ

ムḞᦆ್ࡣ 6 ྡ࡛⿕験者の⥲ィ 504 ྡ࡛あるࠋ

3．調査結果

（a）ၥ 3 より，本ㄪᰝの対㇟ࡣ中᰾都市にある学校࡛あり，都市㑹እあるいࡣ中ᚰ㒊のఫᏯᆅᇦにఫ

大༙のࡀ教員ࡴ 452 ྡ（89.7�）࡛あࡗたࠋၥ 4 より，⊂ᒃ者ࡣ 69 ྡ（13.7�）࡛，年代としてࡣⱝ

い世代ࡀከ20，ࡃ 代と 30 代を合ࡏࢃると 51 ྡ（73.9�）࡛あࡗたࠋ

（b）ၥ 5 㹼 7 より，㉳ᗋ，㏥໅，ᑵᐷのྛ᫬㛫の඲యの᭱㢖್を見ると，㉳ᗋ᫬㛫ࡣ༗๓ 6 ᫬ࡶ᭱ࡀ

ከࡃ，㏥໅᫬㛫ࡣ 19 ᫬，ᑵᐷ᫬㛫ࡣ 24 ᫬ࡶ᭱ࡀከかࡗたࠋ年代ᕪࡣ 50 代 !40 代 !30 代 !20 代の㡰

に㉳ᗋ᫬㛫ࡀ有ពに᪩かࡗた（p�.01）ࠋ

（c）ၥ 8 と 9 より，௙事のᣢࡕᖐり᫬㛫を見ると，世代㛫࡛ࡣ平日のࡳ 40 代 !30 代 !50 代・20 代の

㡰にᣢࡕᖐり௙事᫬㛫ࡀ長いഴ向ࡀ見られた（Kruskal-Wallis ᳨ᐃ p�.10）ࠋ

（d）ၥ 10 ⾲ࡣ࡛ 2 㹼 4 のよ࠺に，ճス࣐࣍の౑⏝᫬㛫࡛ࡣ 20 代 !30 代 !40 代 !50 代の㡰に長ࡃ，

մᐙ᪘会ヰࡣ 50 代ࡀ௚にẚ࡭て短いࡇとࡉ♧ࡀれたࠋ 

（e）ၥ 11 のձ㹼պの⤫ィ್を⾲ 5 に，一ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ⤖ᯝを⾲ 6 に♧すࠋ有ពᕪࡀ見られた㡯┠ࡣ，

Duncan のከ⠊ᅖ᳨ᐃ（p�.05）を行ࡗたࠋձỴࡗࡲた㣗事᫬㛫，նお✍古ࡸ⫋ົ௨እのຮᙉ，պ࣎ラ

ンテ࢕アάືに年代ᕪࡣ見られ࡞かࡗたࠋղ㣗事ࡀ楽しいのࡣ 30・20 代㸼 50 代，ճᩱ⌮をするのࡣ

50・40 代㸼 20・30 代，մᤲ㝖・Ὑ℆をするのࡣ 50・40 代㸼 20 代，յㄞ᭩をするのࡣ 50 㸼 40・

30・20 代，շ㊃࿡ࡸス࣏ーツを楽しࡴのࡣ 20 代㸼 30 代㸼 40 代，ո཭㐩と会࠺のࡣ 20 代㸼 30 代㸼
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⾲ �　ၥ �� ィ್⤫ࡢ㡯目ྛࡢ

⾲ �　ၥ �� ձ㹼մ᳨ࡢᐃ⤖ᯝ᳨ᐃ⤖ᯝ D�E

⾲ �　ၥ �� ྛ㡯目ࡿࡅ࠾࡟ᖺ௦ࡢ㡰఩
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50 代，չおしࡷれࡸ㈙い≀するのࡣ 20 代㸼 30 代㸼 40・50 代࡛あるࡇとࡉ♧ࡀれたࠋ現実生ά中ᚰ

の 40・50 代にẚ࡭て，20 代ࡣ楽しࡳ㔜どの生άとい࠼るࠋ

⾲ �　ၥ �� ィ್⤫ࡢ㡯目ྛࡢ ⾲ �　ၥ �� ྛ㡯目ࡢศᩓศᯒ⤖ᯝ
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（f）ၥ 12 にࡘいてࡣ，⾲ 7 のよ࠺に࿘ᅖの人㛫関ಀに対する‶㊊度ࡉ♧ࡀれ，ศᩓศᯒ⤖ᯝࡣ⾲ 8

のよ࠺にࡗ࡞たࠋいࡎれࡶ有ពᕪࡀ見られ，Duncan のከ⠊ᅖ᳨ᐃ（p�.05）を行ࡗたࠋ཭㐩関ಀに‶

㊊しているのࡣ 20 代㸼 30 代㸼 50 代，ぶとの関ಀに‶㊊しているのࡣ 20・30・40 代㸼 50 代，ࣃー

トࢼーとの関ಀに‶㊊しているのࡶ 20・30・40 代㸼 50 代࡛あࡗたࠋ人㛫関ಀの‶㊊度ࡣ 20 代ࡀ⥲

50，ࡃて高ࡌ 代ࡣ඲⯡に୙‶を感ࡌているࠋ

⾲ �　ၥ ��　࿘ᅖࡢ࡜ே㛫㛵ಀࡢ⤫ィ್ ⾲ �　ၥ �� ศᩓศᯒ⤖ᯝࡢ㡯目ྛࡢ

（g）ၥ 13 のձ㹼սの⤫ィ್を⾲ 9 に，一ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ⤖ᯝを⾲ 10 に♧すࠋ有ពᕪࡀ見られたのࡣ

ճպの 2 㡯┠࡛，Duncan のከ⠊ᅖ᳨ᐃ（p�.05）を行ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ，ճ⮬ศから⋡ඛして行ື࡛ࡁ

るのࡣ 50 代㸼 20 代࡛，պ見㏻し❧ててィ⏬的に௙事を進ࡵられるのࡣ 50・40 代㸼 30・20 代࡛ある

ࠋる࠼として⾲れるといࡉ経験とඹに⮬ᕫ有⏝感の高，ࡣ教ᖌとしての力㔞ࠋれたࡉ♧ࡀとࡇ

（h）ၥ 14 のձ㹼չの⤫ィ್を⾲ 11 に，一ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ⤖ᯝを⾲ 12 に♧すࠋ有ពᕪࡲたࡣᕪのあ

るഴ向ࡀ見られたのࡣձճնչの 4 㡯┠࡛，Duncan のከ⠊ᅖ᳨ᐃ（p�.05）を行ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ，ձ

௙事ࡀ楽しいと感ࡌているのࡣ 20・30 代㸼 50 代࡛，ճ௙事を㏻ࡌて⬟力ࡀ高ࡗࡲているとᛮ࠼るの

ࡣ 20 代㸼 30 代࡛あり，ࡲたն上司ࡸඛ㍮をᑛᩗ࡛ࡁるのࡣ 20 代㸼 30・40・50 代࡛，չ௙事㔞ࡀከ

ࡣているのࡗて大変とᛮࡃ 30 代㸼 50 代とࡗ࡞たࠋ教⫋の௙事࡬の඘実感ࡣ 20・30 代ࡀ感ࡌているࡀ，

30 代ࡣ௙事のከࡶࡉ実感しているࠋ

（i）ၥ 15 のձ㹼ռの⤫ィ್を⾲ 13 に，一ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ⤖ᯝを⾲ 14 に♧すࠋ有ពᕪࡲたࡣᕪのあ

るഴ向ࡀ見られたのࡣձճմպջռの 6 㡯┠࡛，Duncan のከ⠊ᅖ᳨ᐃ（p�.05）を行ࡗたࡑࠋの⤖ᯝ，

ձㄞ᭩をしたのࡣ 50 代㸼 40 代㸼 20・30 代，ճᐙ事ᡭఏいをした（ഴ向）のࡣ 40・50 代㸼 20 代

!30 代，մᐙ࡛ຮᙉしたのࡣ 40・50 代㸼 30・20 代，պ㒊άに⇕ᚰࡗࡔたのࡣ 20 代㸼 40・30・50 代，

ջテレビࢤームをしたのࡣ 30・20 代 !40 代 !50 代，ռぶࡸ大人に反ᢠしたのࡣ 30・40・20 代㸼 50

代とࡗ࡞たࠋⱝい世代࡝࡯㒊άࢤࡸームをከࡃし，ベテラン࡝࡯ሀ実࡞小中᫬代ࡀ᥎ ࡉれるࠋ

（j）ၥ 16 の⤫ィ್を⾲ 15 にࠊ一ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ⤖ᯝを⾲ 16 に♧すࠋDuncan のከ⠊ᅖ᳨ᐃ（p�.05）

を行ࡗた⤖ᯝࠊ小中の経῭≧ἣ࡛ࡺとりࡀあࡗたのࡣ 20・30・40 代㸼 50 代࡛あࡗたࠋ
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⾲ ��　ၥ �� ィ್⤫ࡢ

⾲ ��　ၥ �� ศᩓศᯒ⤖ᯝࡢ

4．考察

ⱝᡭ教員と経験のある教員との㛫に，生άព㆑と生ά，ࡣた㏻り，➹者ら࡭1㸬ၥ題のᡤᅾ࡛ࠖ㏙ࠕ

ᵝែ，およࡧ成長期の経験にᕪࡀあるの࡛࡞ࡣいかとの௬ㄝのࡶとに，本アンケートㄪᰝを実᪋したࠋ

よりලయ的に㏙࡭れࡤ，経験のある教員とẚ㍑して，ⱝᡭ教員にࡣ生ά経験のある✀のࠕ㈋ᅔ化ࠖࡀ

生ࡌているの࡛࡞ࡣいかとい࠺௬ㄝをᣢࡗていた࡞ࡐ࡞ࠋら，ࡑのよ࡞࠺௬ㄝࡀ，➹者らの研究（片

山・角田・小松，2017）࡛♧ࡉれた教⫋経験 5 年௨上と 5 年ᮍ‶の教員の㛫のㄆ㆑の大ࢵࣕࢠ࡞ࡁプ

をㄝ᫂するࡇとࡁ࡛ࡀるよ࠺にᛮࢃれたから࡛あるࠋ

しかしࡀ࡞ら，➹者らのண᝿と࡞␗ࡣり，3ࠕ㸬ㄪᰝ⤖ᯝࠖに♧したศᯒ⤖ᯝのよ࠺に，社会におけ

るデࢱࢪル᝟ሗ機器のᬑཬにక࠺変化から当↛ண᝿ࡉれる世代㛫のᕪ␗を㝖いてࡣ，ᚲࡎしࡶ௬ㄝを

⿬௜ける⤖ᯝࡣᚓられ࡞かࡗたࠋඛࡶ࡝࡯㏙࡭たよ࠺に，本ㄪᰝの௬ㄝの一㒊にࡣ，ⱝᡭ教員ࡣ⇍⦎

教員にẚ࡭て，生άのあり᪉඲యࠕࡀ㈋ᅔ化ࠖしているの࡛࡞ࡣいかといࡶ࠺のࡀあࡗたࡀ，௒ᅇの

⤖ᯝࡴࡣしࢁ，ⱝᡭ教員の᪉ࡀ┦対的に現ᅾの௙事と生άに‶㊊感をᢪいているࡇとを♧၀するࡶの

࡛あࡗたࡇࠋの⤖ᯝを，࡝のよ࠺に⌮ゎするࡇとࡁ࡛ࡀるか，௨下にいࡘࡃかの点から⪃ᐹを行ࠋ࠺

ⱝᡭ教員の生άのあり᪉ࠕࡀ㈋ᅔ化ࠖしているの࡛࡞ࡣいかとい࠺௬ㄝをᨭᣢする⤖ᯝࡀᚓられ࡞

かࡗた⌮⏤として⪃࠼られるのࡣ，アンケートㄪᰝとい࠺᪉ἲの㝈⏺࡛あるࠋアンケートㄪᰝࡣᅇ⟅

者のព㆑のあり᪉をၥࡶ࠺の࡛あり，ᅇ⟅者⮬㌟ࡀព㆑してい࡞かࡗたり，⮬ぬしてい࡞かࡗたりす

るࡇとࡣ，ᅇ⟅⤖ᯝに反ᫎࡉれにࡃいࠋ本ㄪᰝの௬ㄝのࠕ生άのあり᪉඲యのࠗ㈋ᅔ化࠘ࠖ とࡣ，༢

に経῭的ࡺ࡞とりのࡉ࡞をព࿡するࡶの࡛ࡃ࡞ࡣ，᫬㛫的ࡺ࡞とりのࡉ࡞，Ẽᣢࡕのࡺとりのࡉ࡞，

対人的経験ࡸ社会的経験の平ᯈ化といࡗた事ែを᝿ᐃしてのࡶの࡛あࡗたࠋしかし，࠺ࡇしたࡺࠕと

りのࠕࡸࠖࡉ࡞平ᯈ化ࠖࡣ，ẚ㍑のᇶ‽と࡞るࡺࠕとりࠖࠕࡸ豊かࠖࡉの経験ࡀあࡗてࡵࡌࡣてព㆑

にのࡰり，⮬ぬࡉれるࡶの࡛あると⪃࠼られるࠋ例ࡤ࠼，いࡉࡉか⢒㞧࡞༢⣧化࡛あるとのࡑしりを

චれ࡞いかࡶしれ࡞いࡀ，日本ࡀ経῭的࡞豊かࡉのピークを㏄ࡘࡘ࠼あࡗた 1980 年代๓༙にࡣす࡛

に児❺期を㏄࠼ていた，1975 年㡭௨๓に生ࡲれた世代と，児❺期を㏄࠼た㡭にࡣバࣈル経῭ᔂቯ௨

ᚋの経῭的࡞೵⁫期にධࡗていた，1985 年㡭௨㝆に生ࡲれた世代と࡛ࡑ，ࡣれࡒれの当᫬の社会に

おける平ᆒ的࡞生άᵝ式のあり᪉の違いから，ࡺࠕとりࠖࠕࡸ豊かࠖࡉに関する経験的ุ᩿࡞ᇶ‽ࡀ
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ࠋ࠺ࢁࡔあるࡀているྍ⬟ᛶࡗ࡞␗

௨下に㏙࡭る⪃ᐹࡣ，௒ᅇのㄪᰝ⤖ᯝにࠕ現れたࡶのࠖのศᯒから┤᥋的に導かれるゎ㔘࡛ࡃ࡞ࡣ，

௒ᅇのㄪᰝ⤖ᯝࡀ௬ㄝをᨭᣢするࡶの࡛࡞かࡗた⌮⏤を᥎ㄽするࡇとをᡭ᥃かりとして，௒ᅇのㄪᰝ

⤖ᯝにࠕ現れ࡞かࡗたࡶのࠖにࡘいての᪂た࡞௬ㄝをᒎ㛤したࡶの࡛あるࠋ

ከᛁ化ࠖࠕ，ࡣにࠎある世代の人，ࡤあるとすれࡀ᝿ᐃに，ある⛬度のጇ当ᛶ࡞࠺たよ࡭し上に㏙ࡶ

ẚ㍑的見័れたࡣにࠎ௚の世代の人，ࡀのࡶれて║にᫎるࡉᕫ␯እࠖとしてព㆑⮬ࠕࡸ㈋ᅔ化ࠖࠕࡸ

当たり๓のගᬒとしてᫎࡗているのかࡶしれ࡞いࠋ人ࡣ，⮬ศにとࡗて㥆ᰁࡳのある当たり๓のࡶの

として感ࡌられるࡶのに対してࡶࡑࡶࡑ，ࡣ違和感をᣢࡇࡘとࡀᑡ࡞いࡲࠋしてࡸ，⮬ศにとࡗて㥆

ᰁࡳのある当たり๓のࡶのとして感ࡌられるࡶのに対して，ࡇࡑにఱらかのၥ題のᡤᅾを感▱するࡇ

とࡣ，あり࠺ࡑに࡞いよ࠺にᛮࢃれるࠋ例ࡤ࠼，㏆年，ാࡁ᪉のࣈࠕラࢵク化ࠖとい࠺ゝㄝࡀ社会の

中にᾐ㏱しているࡀ，学校教員に㝈らࡎ，ⱝいാࡁᡭࣈࠕ，ࡣラࢵク化ࠖ࡞るࡶのの実ែに対しての

実感ࡀ，௚の世代のാࡁᡭとẚ㍑して，┦対的にⷧいྍ⬟ᛶ࠼⪄ࡶられるࠋ

࡞ているとするࡗした感ཷᛶをᣢ࠺ࡑてࡗࡄࡵとをࡇᙼら⮬㌟の，ࡀࡃし，ⱝᡭ教員のẚ㍑的ከࡶ

ら，学校をࡗࡄࡵて⚾たࡕの║๓に広ࡀるගᬒに対して，ⱝᡭ教員と経験のある教員との㛫にࡣ，か

ᙧ࡛㢧ᅾ化࡞ࠎとにᵝࡶした⫼ᬒの࠺ࡑ，してࡑࠋれるࡉ᝿ᐃࡀとࡇあるࡀ᪉ࡵたཷけṆࡗ࡞␗り࡞

するㄆ㆑のࢵࣕࢠプࡣ，ᛮいのእ大ࡁいのかࡶしれ࡞いࡇࠋのࡇとࡣ，学校ࡀ児❺生徒の೺඲࡞育ࡳ

にྲྀり⤌ࡴ中࡛，ఱを㔜要࡞課題と࡞ࡳし，ఱをࡑれࡒれの教員ࡀ⮬ศの㌟にࡘけるࡁ࡭力としてᛮ

いᥥࡃかをࡗࡄࡵてࡶ，ၥ題をࡣらんࡔ≧ἣを生ん࡛いるかࡶしれ࡞いࠋ

例ࠕ，ࡤ࠼子ࡶ࡝たࡕにᐤりῧ࡛ࠖ࠺あるとか，ࠕ保ㆤ者のᛮいをཷけṆࡵるࠖといࡗたࡇとࡑ，ࡀ

のゝⴥの⾲㠃的࡞ព࿡ࡣⱝᡭ教員と⇍⦎教員との㛫࡛ඹ有࡛ࡁてࡑ，ࡶの実㉁的࡞ព࿡とព義と実㊶

のあり᪉に関してࡣ，༢に経験のཌࡳの違いに⏤᮶する௨上に，ඹ㏻の⌮ゎとㄆ㆑をᣢࡇࡘとࡀ実㝿

にࡣᅔ㞴にࡗ࡞ているかࡶしれ࡞いࡇࠋのよ࡞࠺≧ἣࡀあるとすれࡤ，本ㄽ文のෑ㢌にࡶ㏙࡭た，ࠕ教

⫋員のチーム化ࠖにࡣ៧៖すࡁ࡭課題ࡀあるとゝ࡞ࡤࡡࢃら࡞いࠋ࠺ࢁࡔ

⚾たࠕ，ࡣࡕ現れているࠖࡶのࡣ見るࡇとࡁ࡛ࡀてࠕ，ࡶ現れてい࡞いࡶのࠖを見るࡇとࡣ㞴しいࠋ

┠の๓に現れてい࡞いࡶの，┠の๓࡛ࡣ生ࡌるࡇと࡞ࡀいࡶのをࠕ見るࠖたࡵにࠕ，ࡣ生࠺ࡌるྍ⬟

ᛶࡀあるのに実現してい࡞いఱࡶのかࠖに対する᝿ീ力ࡀ୙ྍḞ࡛あるࠋしかし，࠺ࡑした᝿ീ力を

成長の㐣⛬の中࡛⋓ᚓするࡇとࡣ，現代社会において࡞ࡲࡊࡲࡉࡣ要ᅉから㞴しࡗ࡞ࡃているとᛮࢃ

れるࠋᅵ஭隆義（2016）ࡣ，現ᅾのከࡃの子ࡶ࡝たࡀࡕ生ࡁていると⪃࠼られるࠕ生άᅪࡀ内㛢化し

た日ᖖ世⏺࡛ࠖࡣ，実ࡑࡣの日ᖖ世⏺のእにࡣດ力すれࡤሗࢃれる機会ࡀあるにࡶかかࢃらࡑ，ࡎの

機会ࡀ๤ዣࡉれているࡇとࡀ⮬ぬࡉれにࡃい≧ἣࡀあるࡇとを指᦬して，ࠕ๤ዣ感をࡶ๤ዣࡉれてい

るとい࠺ព࿡࡛，ࡇࡇにࡣ๤ዣの二㔜化ࡀ生ࡌているࠖと㏙࡭ているࠋ

ࡇἣに⨨かれている≦࡞๤ዣ的ࡀࡕて，⮬ศたࡗにとࡕたࡶ࡝子，ࡤ࠼ᅵ஭の指᦬にೌ࡞࠺のよࡇ

とを感ཷする感ᛶࡑのࡶのの育ࡀࡳᦆࢃ࡞れているあり᪉を，ࠕ๤ዣ感の๤ዣࠖと࿧ࡇࡪとࡶあࡀ࡞

当ࡶにࡕẚ㍑的ⱝい世代の大人たࡣᵝの事ែྠ，ࡃ࡞かり࡛ࡤࡕたࡶ࡝子ࠋ࠺ࢁࡔい࡞ࡣ୙㐺ษ࡛ࡕ

てࡲࡣるとゝ࠼るかࡶしれ࡞いࠋ᝟ሗ㏻ಙ機器をά⏝する力に長け，有りవる࡝࡯の᝟ሗのᾏをὋࡄ

ࡶれ，ఱࡉのかを๤ዣࡶいఱ࡞に，௒⮬ศの┠の๓に現れてい࠼᥮ࡁれとᘬࡑ，ࡣとࡇるࡁ࡛ࡀとࡇ

のかから␯እࡉれているかࡶしれ࡞いとい࠺感ཷᛶを育ࡇࡴとと，ある✀のトレード࢜ࣇの関ಀに࡞

るのかࡶしれ࡞いࠋ

ၥ題にྲྀり⤌ん࡞ているᅔ㞴ࡌ教育をཷける㐣⛬࡛生ࡀࡕたࡶ࡝子，ࡴ的課題をྵ♴⚟࡞ࡲࡊࡲࡉ
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࡛い࡛࠼࠺ࡃ，学校内の教⫋員㛫の୎ᑀ࡞対ヰ的コ࣑ュニケーシࣙンࡇ，ࡀれ࡛ࡲ௨上にᚲ要୙ྍḞ

࡛あるよ࠺にᛮࢃれるࡑࠋのよ࡞࠺≧ἣの中࡛，ⱝᡭ教員と⇍⦎教員の㛫のࢵࣕࢠプ࡝，ࡣのよ࠺に

స⏝するྍ⬟ᛶࡀある࠺ࢁࡔかࠋ

ⱝᡭ教員ࡣ，現ᅾの子ࡶ࡝たࡸࡕⱝいぶ世代ࡀ当たり๓に࿧྾しているのとྠࡌ✵Ẽの中にいるの

かࡶしれ࡞いࡣ࡛ࡇࡑࠋ，子ࡶ࡝たࡸࡕⱝいぶ世代のࠕ当たり๓のࠖ日ᖖ的࡞あり᪉に，違和感をᣢ

にὀពをಁす経験のࡇࡑࠋい࡞しれࡶいか࡞ᑡࡣとࡇるࡌれをၥ題と感ࡑࡸしてࡲ，ࡃ࡞ᑡࡣとࡇࡘ

ある教員に対して࠼⪄ࠕ，ࡣ᪉ࡀ古いࠖと，内ᚰ࡛一㋾するែ度をとるかࡶしれ࡞いࠋしかし，ࡑのࠕ当

たり๓ࠖの日ᖖの中࡛，࡝んྍ࡞⬟ᛶࡀ見ኻࢃれているのかにࡘいてࡣ，ඛにࡶゐれたよ࠺に，十ศ

に᝿ീし⪃࠼る機会をあࡲりᣢࡗて࡞ࡇかࡗたかࡶしれ࡞いࠋ例ࡤ࠼，⾲㠃的に対人関ಀࠕࡀၥ題の

い࡞ ⬟ྍ࠺機会をዣࡃを経て┦஫に成長していࡳ⤌のྲྀり࡬ⴱ藤，ࡀとࡇる࠼のに見ࡶࠖ࡞✜平ࠕࠖ

ᛶにࡣ㕌感࡛あるかࡶしれ࡞いࡑࠋれ௨๓に，ࠕⴱ藤 のか，ゝࡶ࠺い࠺࡝ࡀࠖ ⴥのᐃ義௨上の実感をᣢࡗ

て⌮ゎするࡇとࡀ，す࡛にࡃ࡝ࡦᅔ㞴࡛あるかࡶしれ࡞いࠋ

一᪉，経験のある教員ࡣ，一ᐃの⿬࡙けのある実㊶力をᣢࡕ，大ᒁ的ุ᩿࡞力ࡸ文⬦をㄞࡴ力に長

けているかࡶしれ࡞いࡀ，⮬ศ⮬㌟の経験ࡀ⅏いして，௚᪉࡛௒┠の๓࡛実㝿に㉳ࡁているࡇとを，

ありのࡲࡲにཷけྲྀるࡇとࡎࡁ࡛ࡣにいるかࡶしれ࡞いࠋ例ࡤ࠼，௒，⮬ศの┠の๓࡛ఱࡀ㉳ࡁてい

るのか，ࡇࡑに子ࡶ࡝たࡸࡕ保ㆤ者のẼᣢ࡝ࡣࡕのよ࠺にືいているのか，あるいືࡣけࡎにいるの

かに✚ᴟ的࡞関ᚰをᐤࡏるࡇとࡎࡁ࡛ࡀ，あるࠕࡁ࡭ṇしいጼࠖを┠指して⮬らの指導力を発᥹して

し࠺ࡲかࡶしれ࡞いࠋ⮬ศࡀ経験してࡁたࡇとと࡞␗ࡣる現≧に対して，࠺ࡑした≧ἣの変化に対し

て，ᚰを㛤いておࡇࡃとࡎࡁ࡛ࡀ，本当のとࢁࡇよࢃࡃから࡞い≧ἣを，⮬ศの経験࡛⌮ゎ࡛ࡁるࡶ

のにࠕᅇ཰ࠖしてし࠺ࡲかࡶしれ࡞いࠋⱝᡭ教員とࡲࡣた␗࡞るព࿡࡛，ࡇࡑにࠕ現れてい࡞いࡶのࠖ

を見るࡇと࡞ࡁ࡛ࡀいかࡶしれ࡞いࠋ

らࡶࡇࡌれに，⮬ศの経験と⌮ゎに㛢ࡒれࡑしてࡑ，ࡀ者ྠኈࡘ経験のあり᪉をᣢ࡞した␗㉁࠺ࡇ

した┦஫のあり᪉と違いを࠺ࡑ，ࡀ者ྠኈ࡞ࡕࡀ࠼をᢪࡉとにᅛ有のᅔ㞴ࡇࡃに௚者と対ヰしていࡎ

⌮ゎしよ࠺とດࡀ࡞ࡵら，子ࡶ࡝たࡕを┠の๓にしࡑ，ࡘࡘの保ㆤ者たࡕにᛮいをᐤࡘࡘࡏ，஫いに

学ࡧ合࠺関ಀを⠏ࡁ上ࡆていࡇࡃとࡀ，現ᅾの学校にồࡵられているႚ⥭の課題࡛࡞ࡣい࠺ࢁࡔかࠋ

5．結語

➹者らࡣ，ⱝᡭ教員と経験のある教員との㛫に，生άព㆑と生άᵝែ，およࡧ成長期の経験にᕪࡀ

あるの࡛࡞ࡣいかとい࠺௬ㄝのࡶとに，本アンケートㄪᰝを実᪋したࠋしかしࡀ࡞ら，ண᝿と࡞␗ࡣ

り，一㒊を㝖いて௬ㄝを⿬௜ける⤖ᯝࡣᚓられ࡞かࡗたࠋすࡕࢃ࡞，ⱝᡭ教員ࡣ経験のある教員にẚ

ࡴࡣᯝ⤖，ࡀけ࡛あるࢃいかと௬ㄝを❧てた࡞ࡣ㈋ᅔ化ࠖしているの࡛ࠕࡀて，生άのあり᪉඲య࡭

しࢁⱝᡭ教員の᪉ࡀ┦対的に現ᅾの௙事と生άに‶㊊感をᢪいており，ⱝᡭ教員ࡣఱらᅔり感を感ࡌ

てい࡞かࡗたの࡛あるࠋ

➹者らࡇࡣれにࡘいて，アンケートㄪᰝによる㝈⏺をㄆࡵた上࡛，ⱝᡭ教員に⮬ศたࡀࡕ๤ዣ的࡞

≧ἣに⨨かれているࡇとを感ཷする感ᛶࡑのࡶのの育ࡀࡳᦆࢃ࡞れているの࡛࡞ࡣいか，一᪉࡛経験

のある教員ࡣ⮬ศ⮬㌟の経験ࡀ⅏いして，௒，┠の๓࡛実㝿に㉳ࡁているࡇとを，ありのࡲࡲにཷけ

ྲྀるࡇとࡎࡁ࡛ࡣにいるの࡛࡞ࡣいかと，᪂た࡞௬ㄝを❧てるに⮳ࡗたࠋすࡕࢃ࡞，ⱝᡭ教員と経験
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のある教員の㛫にあるㄆ㆑の違いࡣ，୧者の㛫にあるࠕ感ཷᛶࡑのࡶのの違いࠖに㉳ᅉするの࡛࡞ࡣ

いかと᥎⪃したࢃけ࡛あるࡇࠋのࠕ感ཷᛶࡑのࡶのの違いࠖࠕ，ࡀチームとしての学校ࠖの㜼ᐖ要ᅉ

とࡗ࡞ているྍ⬟ᛶࡀあり，ࡇれ࡛ࡲ見㏨ࡉれてࡁたど点ࡔとい࠼るࠋ

ࡁれをᢤࡑ，て㔜要࡛ありࡵࢃࡁࡀ対ヰ，ࡣにࡵるたࡵ࠺した教⫋員㛫にある感ཷᛶの違いを࠺ࡇ

にしてࠕチームとしての学校ࠖࡀ実現ࡉれるࡇと࡞ࡣいࠋ本✏᳨࡛ドしたࡇとを࠼ࡲࡩれࡑ，ࡤの対

ヰࡣ⾲ᒙ的ࡶ࡞の࡛ࡣព࿡をࡎࡉ࡞，║๓にあるࡶのの⫼ᚋࡸゝⴥの⿬にあるࡶのをㄞྲྀࡳり，Ṍࡳ

ᐤ࠺ࢁとする，一ᒙ୎ᑀ࡞対ヰࡀồࡵられているࡇとに࡞るࠋ

付記

本✏ࡣ，JSPS 科研㈝ 15k04227ࠕ生徒指導の⚟♴的課題（㈋ᅔ・⹢ᚅ等）に関する研究 （ࠖ代⾲㸸

片山紀子）による研究成ᯝの一㒊࡛あるࠋ

引用文献

・片山紀子・角田豊・小松貴弘（2017）ࠕチーム学校に向けた現代的課題̺生徒指導的観点から̺ࠖࠗ 京

都教育大学紀要࠘京都教育大学，第 130 号，pp. 35-47ࠋ

・片山紀子・角田豊・小松貴弘（2018）ࠕチーム学校に向けた現代的課題（2）̺ 生徒指導的観点から̺ࠖ

ࠗ京都教育大学紀要࠘京都教育大学，第 131 号，pp. 33-46ࠋ

・ᅵ஭隆義（2016）ࢵࢿࠕト・࣓デ࢕アと௰㛫関ಀࠖబ藤学・⛅田喜代⨾・ᚿỈ宏ྜྷ・小⋢㔜ኵ・໭

村཭人編　ࠗ ᒾἼㅮᗙ 教育 変㠉࡬のᒎᮃ 3 変容する子ࡶ࡝の関ಀ࠘ᒾἼ᭩ᗑ，p. 126ࠋ

・ベࢵࢿセ教育⥲合研究ᡤ（2006）ࠕⱝ者の௙事生ά実ែㄪᰝሗ࿌᭩－ 25 㹼 35 ṓの⏨ዪを対㇟に－

㹙2006 年㹛ࠖ　https:��berd.benesse.jp�koutou�research�detail1.php"id 3175




